
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＝訪 問 日＝ 

2024 年 12 月 24 日 
 

～いずみ区民活動支援センター～  支援センター職員が 

活動を取材しました！ 
 

団体の連絡先・取材希望・ご相談・各種情報提供 
いずみ区民活動支援センター  
電話 800-2393 FAX 800-2518 

E-mail iz-kuminkatsudou@city.yokohama.lg.jp 
ご連絡お待ちしています！ 

 

日々進化していく技術に追随していきたい。修理依頼がな
い時の新技術・新ニュースの雑談は非常に有益で、これも
楽しみの一つであると代表はおっしゃっていました。 

最近は、最新技術を採用した物も多く、簡単に直せ
ず、調べて本気で取り組む必要があるそうです。古
い物は部品が無く、他の物を代替したり、メンバー
の中にはCADソフトで設計し、3Dプリンターで部品
製作する方も！ロボットの右手が無い修理依頼は、
左手を目視しながら右手を図面化し、3Dプリンター
で製作後、寸法を調整しながら現物合わせして修理
完了出来たそうです。 
取材日は、電動の犬のおもちゃの折れてしまった足
の関節部分の部品を試行錯誤しながら作成し「これ
は手術だね！」とメンバー同士が協力し合い、楽し
そうに作業していました。おもちゃを一生懸命直し
てくれる匠の技術！みなさんかっこよかったです。 

2003 年４月に発足した「おもちゃの病院 ドクトル・ベアーズ」さんは、修理・設計・製造業務に関
係していたメンバーと関係していないメンバーが集まり、現在 12 名で活動中です。おもちゃ修理、工
作教室のボランティア活動を通じて、『子どもたちに「物を大切にする心」と「科学に興味を持つ心」
を育み、子育てしやすい環境作りの支援と地域社会へ貢献』をモットーに活動されています。 
興味があれば技術がなくても大丈夫！一緒に活動しませんか？おもちゃの修理は区内各所で開催中☆ 
 

直ったときの充実感がやりがいにつながる 
とメンバーのみなさん★ 

利用者にもインタビュー��� 
 
・捨てる間際のおもちゃを救ってくれるのでいつも助かって
います。おもちゃを大切にすることを子どもも学んでくれる
と嬉しいです。 

・10年前のおもちゃでも復活させてくれる 
のでありがたいです。 
 
直ったおもちゃを受取った方は、 
みなさん笑顔で帰られました♪ 

●活動場所（おもちゃの病院） 
第１土曜日 10:00～12:00 新橋コミュ二ティハウス 
第２土曜日 10:00～12:00 泉ふれあいホーム 
第３土曜日 10:00～12:00 向根下自治会館 
第４火曜日 10:00～11:30 すきっぷ 
第４水曜日 10:00～11:30 富士塚自治会館 
その他、年２～３回工作教室も実施します。 


